
  こども館の生活発表会が２月９

日、行われました。

　子ども達は、日々練習をしてきた

成果を発揮していました。

　父母の方も、真剣になって、我が

子を見ていました。　
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みんなで、「エイヤッ！」



　

町
は
３
月
５
日
に
招
集
し
た

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
で
平

成
25
年
度
予
算
案
を
提
案
し
ま

し
た
。

 
 

 
 

町
全
体
の
予
算
額
は
41
億
３

千
１
９
６
万
４
千
円
で
昨
年
度

比
０
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
計
別
で
見
る
と
一
般
会
計

は
、
29
億
１
７
３
万
３
千
円
（
対

前
年
度
比
２
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

増
）
に
。

　
一
般
会
計
の
主
な
事
業

 
 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
伴

い
難
視
聴
地
区
の
対
策
が
急
務

で
あ
り
、
「
中
頓
別
、
旭
台
、
上

駒
地
区
」
の
難
視
聴
解
消
を
図

る
た
め
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共

聴
ア
ン
テ
ナ
設
備
整
備
に
２
，

１
８
３
万
円
を
計
上
。

 
 

全
国
的
に
省
エ
ネ
へ
の
取
組

み
が
進
め
ら
れ
る
中
、
市
街
地

の
照
明
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
更
新

し
て
い
く
た
め
に
１
，
３
６
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
民
間
ア
パ
ー
ト
等

の
賃
貸
住
宅
は
な
く
、
町
営
住

宅
は
古
い
住
宅
が
多
く
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

民
間
に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
建
設

を
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
り
、

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
に
対
す

る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
良

質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進

と
町
民
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
に
２
，
４
０
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
13
年
か
ら
５

年
間
廃
屋
の
解
体
撤
去
に
対
す

る
一
部
の
助
成
を
行
い
ま
し
た

が
、
現
在
も
町
内
に
は
景
観
を

阻
害
し
、
老
朽
化
に
よ
り
周
辺

に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
建
築
物
が
多
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
景
観
や
住
環
境

の
向
上
、
町
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
に
廃
屋
な
ど
の
解

体
撤
去
に
対
す
る
一
部
助
成
に

２
５
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

浜
頓
別
町
、
豊
富
町
、
中
頓

別
町
の
３
町
共
同
に
よ
る
戸
籍

事
務
の
電
算
化
を
進
め
、
戸
籍

消
失
の
危
険
性
を
回
避
す
る
と

共
に
、
窓
口
事
務
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
平
成
26
年
度
中
の
稼

働
を
目
指
し
ま
す
。

　

複
雑
多
様
化
す
る
火
災
、
交

通
事
故
、
労
働
災
害
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
災
害
に
対
応
す
る
た

め
に
、
老
朽
化
し
た
水
槽
付
き

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
有
効
な

消
防
、
救
助
活
動
の
機
能
を
併

せ
持
っ
た
車
両
へ
の
更
新
し
、

住
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
支

え
る
消
防
設
備
の
充
実
の
た
め

６
，
１
２
６
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

冬
期
間
の
交
通
網
の
整
備
は
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
は

必
要
不
可
欠
。
そ
の
た
め
、
町

道
や
公
設
駐
車
場
な
ど
の
除
雪
・

排
雪
業
務
を
行
う
た
め
に
２
，

９
３
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
丁
目
線
改
良
・
舗
装

工
事
で
延
長
２
３
２
ｍ
、
幅
５
・

５
ｍ
、
両
側
歩
道
１
・
５
ｍ
～
２
・

０
ｍ
を
行
う
た
め
に
５
，
５
０

０
万
円
、
10
丁
目
線
改
良
・
舗

装
工
事
で
延
長
１
５
０
ｍ
、
幅

５
・
５
ｍ
、
片
側
歩
道
２
・
５

ｍ
を
行
う
た
め
に
４
，
０
０
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
見
舞
い
金
助
成

と
し
て
、
後
期
高
齢
者
に
対
し

医
療
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

費
の
負
担
を
軽
減
し
、
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
１
，

０
１
７
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

 
 

一
般
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

は
、
可
燃
ご
み
及
び
生
ゴ
ミ
は
、

南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合
に
お
い

て
処
理
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
及
び

不
燃
ご
み
の
処
理
は
町
に
お
い

　　

平成２５年度　まちの予算案の概要平成２５年度　まちの予算案の概要
　

安
心
し
て

　

喜
ん
で
住
ん
で   

     　
　

  
も
ら
え
る

　

町
を
目
指
し
て
！

　
　
　
　

更新予定の水槽付きポンプ車



 
 

 各会計予算編成内容 
 

  単位：千円 

 

 
年度別 

平成２５年度 平成２４年度 
比較 

会計別   金額 率（％） 

一般会計 2,901,733 2,832,517 69,216.0 2.4 

自動車学校事業特別会計 32,515 30,259 2,256.0 7.5 

国民健康保険事業特別会計 298,080 310,677 ▲ 12,597.0 ▲ 4.1 

国民健康保険病院

事業会計 

収益的収支 481,394 487,323 ▲ 5,929.0 ▲ 1.2 

資本的収支 16,796 43,679 ▲ 26,883.0 ▲ 61.5 

水道事業特別会計 77,071 80,177 ▲ 3,106.0 ▲ 3.9 

下水道事業特別会計 93,765 98,378 ▲ 4,613.0 ▲ 4.7 

介護保険事業特別会計 202,278 191,923 10,355.0 5.4 

後期高齢者医療事業特別会計 28,332 29,495 ▲ 1,163.0 ▲ 3.9 

合計 4,131,964 4,104,428 27,536 0.7 

て
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。
収

集
・
埋
立
処
分
場
管
理
等
の
委

託
料
及
び
組
合
負
担
金
等
で
９
，

５
０
５
万
円
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。　

 
 

自
治
会
連
合
会
防
災
用
毛
布

購
入
事
業
と
し
て
、
防
災
用
毛

布
３
５
０
枚
の
購
入
な
ど
２
１

９
万
円
と
防
災
備
品
整
備
事
業

と
し
て
、
発
電
機
や
石
油
ス
ト
ー

ブ
の
購
入
な
ど
で
２
１
７
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
学
校
特
別
会
計
で
は
、

老
朽
化
し
た
場
内
コ
ー
ス
の
修

理
を
計
上
し
た
た
め
３
，
２
５

２
万
円
と
昨
年
度
比
７
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

　 
 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
か
ら
下
水
道
事
業
特
別
会
計

ま
で
は
減
額
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 
 

 
 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
で
は
、
日
本
に
住
む
誰
も
が

安
心
し
て
医
療
が
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
国
民
皆
保
険
制
度
」

を
維
持
し
て
お
り
、
病
気
や
怪

我
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て

病
院
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
医
療
費
の
一
部
を
国

と
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
負

担
し
あ
う
も
の
で
、
医
療
給
付

事
業
と
し
て
疾
病
時
の
入
院
や

入
院
外
の
医
療
費
支
出
に
２
９
，

８
０
８
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
要
支
援

状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
様
々
な
、

地
域
支
援
事
業
や
、
要
支
援
状

態
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
高

齢
者
へ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
す
る
た
め
２
０
，
２
２

８
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
は
、
老
人
保
健
事
業
に
替

わ
る
制
度
で
75
歳
以
上
の
方
と

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
方
が
加
入
す
る
医
療

保
険
制
度
で
す
。
こ
れ
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
が
大
半
で
２
，
８
３
４
万
円

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　　

水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

清
浄
な
水
道
水
を
供
給
す
る
生

活
環
境
施
設
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
は
、
水
道
施
設
等
の
維
持

管
理
を
重
点
に
７
，
７
０
７
万

円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

公
共
水
域
の
水
質
保
全
と
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
と
の
重
要

な
役
割
を
担
い
、
よ
り
よ
い
環

境
づ
く
り
と
よ
り
効
率
的
な
施

設
管
理
を
努
め
る
た
め
に
９
，

３
７
７
万
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

計
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
て

い
る
ベ
ッ
ド
の
一
部
更
新
と
、

未
設
置
箇
所
の
エ
ア
コ
ン
の
新

設
、
医
療
機
器
等
の
更
新
に
必

要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　　

最
後
に
、
財
政
健
全
化
に
向

け
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
収
入

に
占
め
る
公
債
費
が
依
然
と
し

て
高
い
水
準
に
あ
る
本
町
と
し

て
は
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
今

後
財
源
確
保
が
困
難
な
状
況
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
、
予
算
執
行
に

あ
た
っ
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
効
率

的
な
事
業
執
行
に
向
け
最
大
限

努
力
し
ま
す
。



茶
道
で
た
の
し
い
し
つ
け

   　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
館
お
茶
会

　

こ
ど
も
館
の
園
児
11
名
（
年

長
）
が
２
月
19
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
茶
道
サ
ー
ク
ル
（
代
表 

石
井
佳
美
さ
ん
）
の
方
々
の
協

力
の
も
と
、
お
茶
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

姿
勢
を
正
し
て
、
目
の
前
で

点
て
て
く
れ
た
お
茶
を
飲
む
の

に
少
し
緊
張
気
味
で
し
た
が
、

お
い
し
い
和
菓
子
と
お
茶
の
お

か
わ
り
も
い
た
だ
き
、
雰
囲
気

に
も
慣
れ
て
き
た
の
か
、
質
問

や
感
想
を
述
べ
る
園
児
も
い
ま

し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
を

し
っ
か
り
と
言
え
る
立
派
な
新

一
年
生
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

初
心
に
戻
っ
て
安
全
運
転

   　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
道
講
習
会

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会

長
：
小
林
嘉
治
さ
ん
）
に
よ
る

冬
道
の
交
通
安
全
教
室
が
、
２

月
６
日
（
火
）
晴
天
の
も
と
町

立
自
動
車
学
校
で
会
員
30
人
が

参
加
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　

浅
野
校
長
に
よ
る
講
話
と
ビ

デ
オ
を
見
た
後
、
30
人
の
参
加

者
は
、
教
習
車
に
分
乗
し
、
教

習
所
コ
ー
ス
に
設
け
ら
れ
た

コ
ー
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
わ
だ
ち

走
行
等
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　

普
段
体
験
で
き
な
い
冬
道
で

の
急
制
動
や
わ
だ
ち
の
運
転
に
、

「
慣
れ
な
い
と
運
転
し
に
く
い

わ
。
」
と
い
う
声
も
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
教
習
指
導
員
が
助

手
席
に
い
て
緊
張
の
た
め
か
、

エ
ン
ス
ト
を
繰
り
返
す
人
も
い

ま
し
た
。 

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
教

室
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

冬
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
に

   　
　
　
　
　
　
　

歩
く
ス
キ
ー
教
室

　

今
年
も
恒
例
の
教
育
委
員
会

主
催
の
歩
く
ス
キ
ー
教
室
が
数

５
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
コ
ー
ス
を
寿

に
移
し
て
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、

昨
年
と
違
っ
た
景
色
や
コ
ー
ス

で
、
楽
し
み
な
が
ら
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
、
歩
く
ス
キ
ー
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

潮
来
笠
、
介
護
談
を
語
る

   　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
講
座

　

第
38
回
健
康
づ
く
り
講
座
が

２
月
15
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

講
師
に
、
橋
幸
夫
氏
を
迎
え
実

際
自
分
の
母
親
が
認
知
症
に

な
っ
た
事
に
つ
い
て
介
護
と
は

何
か
？　

家
族
は
何
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
な
ど
、
時
々

笑
い
を
交
え
な
が
ら
、
90
分
の

講
演
を
行
い
盛
大
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。

　



「このゆびと～まれ♪」
　　　　　　　の活動

　

つ
く
え
、
い
す
、
地
球
儀
、
ラ

ン
ド
セ
ル
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
ソ
フ

ト
麺
。

　

独
自
の
視
点
を
持
ち
、
そ
の
技

術
を
生
か
し
た
も
の
づ
く
り
を
し

て
い
る
現
場
に
密
着
！

　

世
界
初
、『
生
命
37
億
年
」
の

驚
異
的
な
全
貌
！

　

微
生
物
か
ら
人
類
誕
生
ま
で
、

貴
重
な
化
石
写
真
や
正
確
な
Ｃ

Ｇ
復
元
図
な
ど
、
３
，
０
０
０
点

以
上
の
膨
大
な
図
版
で
見
る
、

迫
力
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
図
鑑
！

（児童書）『工場見学！学校にあるもの』
 　　著：中村　智彦　　ＰＨＰ研究所

（一般書）『生物の進化大図鑑』
 　　著：ﾏｲｹﾙ・ｊ・ﾍﾞﾝﾄﾝ　河出書房新社

鑑
河出
鑑』』』』』大大

注目の新着本

一
般
向
け
図
書

『
汚
れ
ち
ま
っ
た
道
』　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

康
夫

『
決
断
で
き
な
い
日
本
』　

　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ビ
ン
・
メ
ア

『
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
』　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
田　

尚
樹

『
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
』　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

『
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
』　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

和
子

『
覚
悟
』　
　
　
　
　
　

栗
山　

英
樹

『
こ
と
り
』　
　
　
　
　

小
川　

洋
子

『
光
圀
伝
』　
　

 
 

　
　

冲
方　

丁

『
空
飛
ぶ
広
報
室
』　
　

有
川　

浩

今月の新着図書
（2月28日現在）

児
童
向
け
図
書

『
お
た
す
け
こ
び
と
と
ハ
ム
ス
タ
ー
』

　
　
　
　
　
　

な
か
が
わ　

ち
ひ
ろ

『
新
種
発
見
！
こ
び
と
大
研
究
』　
　

　
　
　
　
　
　

な
ば
た　

と
し
た
か

『
ゆ
び
た
こ
』　
　
　

く
さ　

さ
な
え

『
心
の
お
く
り
び
と‐

復
元
納
棺
師
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

乃
子

『
３
つ
の
な
ぞ
』　
　

　
　
　
　

 

ジ
ョ
ウ
・
Ｊ
・
ミ
ュ
ー
ス

『
せ
い
か
つ
の
絵
じ
て
ん
』　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
野　

美
恵

『
も
っ
た
い
な
い
王
国
の
さ
が
し
も

の
』 　
　
　
　
　
　
　

山
本　

真
嗣

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ザ
ジ
ズ
ゼ
ゾ
ウ
』 

　
　
　
　
　
　
　

や
な
せ　

た
か
し

『
す
み
れ
島
』 　
　
　

 

今
西　

祐
行

※ その他、多数の新着図書が入りました。

　 どうぞ、ご来室下さい。

２
月
２
日
、
図
書
室
祭
り

（
節
分
お
楽
し
み
会
）

　

読
み
聞
か
せ
の
後
、
鬼

の
お
面
を
作
り
、
道
場
で

豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
、
28
日
に
小

学
校
に
て
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
し
た
。　

　

両
日
と
も
に
、
た
く
さ

ん
の
小
学
生
が
本
を
聞
き

に
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

５



自
動
車
税
の
住
所
変
更

自
動
車
税
の
住
所
変
更

〜
お
引
っ
越
し
の
と
き
は
早
め
に
手
続
を
〜

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
道
税
で
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
ら
札
幌
道
税
事
務
所

に
住
所
変
更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
所
変
更
の
届
出
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

な
お
、
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録

手
続
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

・
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
（
抹
消
登
録
）

◎
住
所
変
更
届
出
先

　

【
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

自
動
車
税
住
所
変
更　
　

検
索

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

電
話
（
０
１
１
）
７
４
６-

１
１
９
０

の届出・手続きを必ず行ってくださいの届出・手続きを必ず行ってください国民年金
　国民年金は、日本国内に住所がある 20 歳以上 60 歳未満の方すべてが加入する制度です。

　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金の年金額が少なくなったり、受けられなく

なる場合があります。また、不意の事故や病気で障害が残ったり、万一、亡くなられたと

きには、障害基礎年金や遺族基礎年金が支給されなくなるおそれがあります。

　次のようなときには、お住まいの市区町村役場への届出が必要です。届出を忘れずに行っ

て、あなたの大切な年金の権利を守ってください。

事　　　　　項

20 歳になったとき

会社を退職したとき

第 3号被保険者のパート収入が増

えたとき、配偶者が退職したとき、

離婚したとき

国民年金の種別

年金未加入→第 1号被保険者

第 2号被保険者→第 1号被保険者

第 3号被保険者→第 1号被保険者

●国民年金に加入するとき、加入者の種別がかわるとき

免除制度などをご利用してください

　平成 23 年度の国民年金の第 1号被保険者の保険料は、月額 15,020 円です。

　国民年金の保険料を納めることが経済的に困難なときには、免除制度や学生納付特例制

度があり、市区町村役場または年金事務所への申請手続きによって、保険料の納付が免除

されたり猶予されたりして、保険料の未納を防止できることになっています。

ご相談先は　　中頓別町役場総務課住民グループ



◆栄養成分表示の店とは

　　家庭以外でとる食事にどれくらいの栄養成分があるかわかるように、メニュー

　に栄養成分表示を行っているお店です。

◆飲食店の皆さまへ

　　メニューの中から３品以上の表示だけで登録ができます。登録料は無料です。

◆住民の皆様へ

　　栄養成分表示の店に登録しているお店で栄養成分表示を活用して健康づくりを

　行いましょう。

◆お問合せ

　　北海道稚内保健所子ども・健康推進課健康増進係

　　電話　0162-33-2990　

　稚内保健所では、各種保健事業にご協力いただける在宅栄養士を対象に

「在宅栄養士バンク登録事業」を行っています。

●仕事を辞めたけど、栄養士・管理栄養士の資格を少

　しでも生かしたいな…

●月１回など単発的な事業なら協力してもいいかな…

●今すぐは無理だけど、子育てが一段落した後だった

　ら協力できるかも…

在宅栄養士バンク登録事業イメージ図

②情報提供・協力依頼

①登　録

③各種保健事業等への協力

連携

各種保健事業の内容

◇　栄養指導（一般・乳幼児・病態等）

◇　料理講習の講師・助手

◇　栄養・健康づくり講習の講師等

◇　栄養・健康づくりに関する各種調査

◇　その他

　保健所から、栄養指導に関する資料の送付、

研修会へのご案内も行っています。

　事業の詳細、登録に関する事などお気軽に

ご連絡ください。

■お問合せ

　北海道稚内保健所　子ども・健康推進課健康増進係北海道稚内保健所　子ども・健康推進課健康増進係

　電話　0162-33-2990７



　皆さんに大変残念なお知らせがあります。
　昨年５月から臨時職員として、広報づくり等に携わっていただいたＫ・
Ｔさんの、雇用期間が２月末をもって切れました。この間、オンリーワ
ンやインフォメーションのレイアウト、また、取材など、幅広く広報の
マンネリ化していたところを改善することができたのではないかと思い
ます
　Ｋ・Ｔさんも、始めは広報のパソコンや一眼レフカメラの操作に手こ
ずっていましたが、見る見るうちに、私より上手くなり広報づくりを応
援してくれました。
　本当にＫ・Ｔさん、１０か月ではありましたがありがとうございまし
た。そして、お世話になりました。良きパートナーに出会えた気が今し
ます。
　今後は、Ｋ・Ｔさんが残したものを、受け継いでいきたいと思います。
（tady)
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や
ま
な
み
吟
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二
月
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会

月
例
会
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会

月
例
会会会

　

二
月
二
月

社　
　
社社社社社社

な
み
吟

ななな
み
吟

な
み
吟
み
吟吟吟

や
ま
やや
ま
や
ま
や
ま

　

自
分
史
の
ま
だ
ま
と
ま
ら
ず
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

雄
峰

　

銭
湯
の
ぬ
く
み
た
し
か
め
冬
銀
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
林　

海
峯

　

雪
女
酔
っ
た
ふ
り
し
て
縋
り
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

貞
子

　

凍
る
窓
微
か
に
透
き
間
よ
り
朝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

妙
子

　

寒
い
夜
キ
ム
チ
の
赤
に
身
の
ほ
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田　

栄
珠

　

朗
読
の
ラ
ジ
オ
に
耳
置
く
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

静
女

　

辛
抱
の
し
ど
こ
ろ
二
月
の
日
を
刻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

恵
翠

今月の裏表紙

　
この生活発表会が最後となる子

どももいるかと思います。みんな
一生懸命に頑張って練習してきた
踊りです。
　お友達もたくさんできました。
小学校に入学しても、お友達を大
切にして、元気に小学校生活を迎
えてください。

字中頓別　柳原　進さん
（94 歳　2月 2日）

おくやみ

人のうごき
　
　 （平成25年2月28日現在）
　　世　帯　　939( 2)
　　人　口　 1,935(-2)
　　　男         957(-1)
　　　女         978(-1)
　 　(　) 内は前月対比　　　　

※世帯数・人口・男・女には、
　外国人も含みます。

2月 1日～ 2月 28 日受付分

（公開にご了承いただいた方のみ掲

載しています。）

戸籍だより


